












































































































































































































































































































































































































































































































































“赋得大田多稼得多字” 詩を作る時に偶然 “大田多稼” の題目を得て、そ
のうちの “多” の字を授かった。詩の題はかならずこの様な書き方でなけ
ればならない、題の上に冠する “赋得” の二字の意味は賦詩が偶然に得た
この題ということである。得多字とは多字を韻としているのである。この
ように多字はまさしく公的な韻である。この字を押さえないのはだめで、
この字を使うばかりでなくそのうえに前の二つの韻をすぐ使わなければな
らない、仮にもしそれを使わないなら、名詞はすぐ公的な韻を踏んでいな
いと言われる。たとえあなたの文章や詩作がよいところが多くても秀才に
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進むことはできない。郷試29に合格した者や進士はさらにこの様である。
題字を選ぶのもたいへん重要であり前の四句の中で必ず題字を選び出さな
ければならない、あるときに一字選ぶのが少ないか、またはだめになった
ことがないなら、ただしすべて欠点とみなされる。そのうえ必ず点を分け
ないなら、連用をすることができない。やむを得ず二字の連用まではでき
るが、もし三字の連点ならすぐに題を侮辱したとみなされる。ここにもと
の詩と前の四句を書き出す、諸君はひと目みてはっきりするであろう。
　　大地如云涌，秋高欲纳禾，公田原上上，我稼益多多。
　　稲穂の畑が雲のように動き、秋となり稲穂の収穫時期が来た。田んぼ
の質が上等だから、わが収穫もいっぱいである。
　多の字は公的な韻で、題目の大田と多稼の四字はすべて前の四句の中に
ある、すべて試帖詩を作る者はみなこの様でなければならない。
　さらにもう一歩進んで、文章を作るのはすなわち八股文を作ることであ
り、これの正式でない名を開筆という、すべてこれを作る者は大学生とみ
なされる。また八股文を作る前に当然、先に八股文を読まなければならな
い。はじめに読む八股文はいつも山西の路潤生先生たちの編纂の時芸引や
時芸階などの文集である。むかし八股文に関わるものをすべて作时艺と呼
んだ。間乎も小題折子を読むこの類の作品集である。むかし知識人はすべ
て八股文の文字を話す、すなわち経義を十分に表現したが、実際にはこの
文やことばはそれに頼るのはできないということができる。もし明朝の天
崇文集（すなわち天啓崇禎年間の文章またの名は啓禎）によれば南方の金
正希の文章や北方の路潤生の時芸核などの作品集はすべてさらにいえるの
は経義と関係があるということであり、それこそ清朝の郷・会試の文章も
いうことができるのは、あるいくつかの経義の中にあるということであ
る。ここに言うのは良いものであって、もし普通の墨巻の中なら経義を見
29 郷試 明清時代の科挙試の最初の段階。郷試に合格すると挙人の称号を与えら
れ、役法・刑法上の優免特権が与えられた。（平田茂樹『科挙と官僚制』
1997　山川出版社　p. 1）
112
つけるのはむつかしい。小考の八股文に至っては（むかし秀才の試験にか
かわるのを作考小考と呼んだ）ほんとうに言うことができるのは経義とお
互いにまったくかかわりがない、いうなれば反対に郷・会試の文章はやは
り、さらにどちらかというと容易に作れる。なぜなら郷・会試30の題目は
多くても一章で、少ないなら一節あるいは数句で、最も少ないのは一句の
もある。題に照らして十分に表現できるのは経史の中の意味ばかりでな
く、当時の国政・社会の中の状況を中に収めることができ、すべて引用し
て証拠として使うことができる。題を借りて十分に表現して、書籍をもっ
て政治の得失をただすが、小考の題目に至ってはそうではない。すべての
句の題は多くみられない、あるときはわずか一字だけである。最も不思議
なのは截搭題である。
　なにを截搭題と呼ぶのか？　それこそ上の一節の最後の句を上下に切り
離し頭の句をつなぎ合わせる、たとえて言うなら、不亦乐乎有曰其为人也
孝弟，これこそまさしく截搭题である。その中でさらに、有情截搭と无情
截搭に分ける。上下の二つの句は意味に少し関連があるならすぐに有情截
搭とみなし、すこしもお互いにつながっている意味もないなら、すぐ作无
情截搭と呼ばれる。最も一般なものは截下題とされ、それこそ文書の一句
を題として出し、重要な意味は下によって決まる。たとえると、題として
出された学而时习之の一句はもともとの意味は下の不亦说乎の一句にあ
り、この題の作文方法は学而时习之と言うことができるだけで、下の说
（悦）の字について言うことはできない。しかし文章の句の意味は下の意
味を含まないことはゆるされない。仮に下の句の意味を含まないのなら、
すぐに題の本当の意味を作られていないとみなす。仮に上下の说の字を
使ってまさしく抜け落ちているなら、これはすごく大きな欠陥であり、絶
対秀才に進むことはできないものである。この題文の作り方を下に一つの
例として挙げる。言い伝えでは、乾隆帝が一人の役人を引見し、乾隆帝は
30 会試 各省の挙人（郷試の及第者）を京師に集めて行う試験。（近藤春雄『中
国学芸大事典』昭和五十三年　大修館書店　p. 67）
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彼に文章を作ることができるか否かを問うた？　彼は作ったことがあると
答えた。乾隆帝はここに一つの題がある、あなたは破題を作ることができ
る、題は周有八士到季随とすると言った。その役人がちょうど思索してい
るところ、乾隆帝が、朕があなたに代わって一句作った、记周士而得其七
と言った、その役人は答えて曰く、みな兄である。乾隆はおおいに喜ん
だ。さてこのようにすなわち注意するのは第八番目の人であると、これに
照らして言う。さらにあるとき、われらが学塾の中での作文で先生が “虽
小道” という題を出した、題はわずか三字であるが重要な意味が下にあ
り、それは “必有可观者焉” の一句でわれわれ学生はみなうまく作れな
かった。先生が作ってくれた一つの破（八股文の先頭の二句を曰く破、続
く三五句を曰く承、また曰く破題承題、）曰く、道而小焉，小亦道焉也。
この小亦道也の四字の中にまさしく可观者焉の意味が内にある。されど可
观者焉の四字はすべてはっきりとは書かれていない。これに照らしていう
と、仮に明らかにこの四つの字を使うとすれば、まさしく抜け落ちてい
る。小考の時この題の文を作りこの破題があるのなら、疑いなく秀才と認
められる。なぜなら、小考の答案用紙を見るとただ前の二行が見えただけ
ですぐ合格を手に入れる希望をもつ、そうでないなら一つ破題を見て気に
入らず、すぐ捨て去って再び下を見ない。以上いっているのはすべて教室
の中の状況である、一般の規則はすべて五日間で一度文章を作る、この名
を窗课と言う。なぜなら书房の二字はときには窗下ともいう、ゆえにこと
わざに二句あり曰く “窗下莫言命，场中莫论史。” 教室では運命と言わな
い（努力だけ考える）、試験場では歴史を論じない。このことはあとでお
おまかに話し、以下はすなわち科挙試験の状況について話す。
